















Study on Song in the a preschool teacher training school 
− Vocalization and vocalism of a natural voice and the falsetto of the woman’s voice −
At the song of the woman, the phenomenon that two kinds of vocalization called the falsetto 
is mixed with a natural voice is frequent. In the girl student of a childminder training course 
studying in this report, I can confirm that falsetto is mixed with a natural voice at the time of a 
song in a charge class
I take up the phenomenon only by the woman’s voice that a natural voice and falsetto to 
be seen in the ranges that it is easy to sing such as the nursery rhyme are mixed, and this report 
considers vocalization and vocalism, the rictus who interlaced song breathing, a natural voice 
and each vocalization of the falsetto, natural voice and falsetto and adopts them by a class and 
























































































































































































































































































 1．地声だけでうたっている。    3名
 2．裏声だけでうたっている。    3名
 3．低・中音域は地声、高音域は裏声というように
 　　地声と裏声を使い分けてうたっている。  43名
 4．1～3以外の出し方でうたっている。   0名





 1．地声で歌いやすくなった。    3名
 2．地声の声量が増えた。    2名





























1．裏声で歌いやすくなった。    2名
2．裏声の声量が増えた。     0名









1．地声で歌いやすくなった。    20名









3．地声で高い音が出るようになった。   7名
4．裏声で歌いやすくなった。    13名
5．裏声の声量が増えた。     17名
6．裏声で高い音が出るようになった。   9名
7．地声と裏声の切り替え（チェンジ）がうまくできるようになった。 22名
8．他に何か変化があった方は記述して下さい。
　　・下半身の使い方や呼吸の仕方がより見直された。
　イ．ヴォイストレーニングで、改善を感じられた、あるいはためになったことは、どのよう
　なアドバイスでしたか。記述して下さい。　
・地声と裏声の区別が分かることで、童謡が歌いやすくなった。　同様の内容7件
・腹式呼吸の仕方を教えて頂き、音域が広く出せるようになった。　同様の内容6件
・呼吸法は吸う時にお腹が膨らみ、はく時はお腹がへこむ。　同様の内容2件
・裏声が前に出なくて前に出すよう意識するようにアドバイスしていただいたこと。
　同様の内容3件
・声の出し方がいいと言われ、自信がついた。　同様の内容1件
・口を大きく開けて歌うこと。　同様の内容6件
・口を縦に大きく開けると高音が出る。
・口を大きく開けることによって音域が変わることを体験できてためになった。
・口を大きく開けると声量も出せる。
・弾き語りなどで、地声でうたえるようになった。
・西野カナのように切り替えして歌うと歌いやすい、といったアドバイスが分かりやす　
　かったです。
・声が出しづらかったが、出しやすくなった。
・ミドルヴォイスと言われた。
・声が高い音がでるようになった。
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■回答1　■回答2
■回答3　■回答4
■回答5　■回答6
■回答7
−160−
保育者養成課程における歌唱に関する研究
（4）設問Ⅲで「5」と答えた方に質問です。
　ア．ヴォイストレーニングのアドバイスで、何かためになったことがあれば記述して下さい。
　　・よく自分を聞く。　　
【考察】
　ヴォイストレーニングを受ける前から、歌唱時に地声と裏声の区別が分かっていたかの質問
に対し、半数以上の53％の学生が区別が分かっていないことが判明した。53％の学生が無意識
のうちに、地声と裏声を使い分けて歌っていたということである。地声と裏声の区別が分から
なかった53％の学生に対し、ヴォイストレーニングを受けた結果、地声と裏声の区別が分かっ
たかの質問には100％の学生が分かるようになったと答えており、換声点を認識させたヴォイ
ストレーニングは、地声と裏声の区別が分かるようになった点について効果的であったことが
検証できた。
　ヴォイストレーニングを受けた結果、歌唱時の声の出し方についてどうなったかの質問では、
84％の学生が「低・中音域は地声、高音域は裏声というように地声と裏声を使い分けてうたっ
ている」と答え、地声だけで歌っている、裏声だけで歌っていると答えた学生がそれぞれ6％、
良く分からないと答えた学生が4％となった。84％の学生が、換声点で声区転換をして歌唱す
るようになり、地声と裏声を使った歌唱法に一定の効果があったと言えるのではないか。また
地声だけで歌っている、裏声だけで歌っていると答えたそれぞれ6％の学生は、地声だけで
歌っている学生は地声のデメリットを、裏声だけで歌っている学生は裏声のデメリットをかな
り克服しており、レベルの高い歌唱であったことが確認できた。
　地声だけで歌っていると答えた6％の学生に対し、ヴォイストレーニングを受けた結果、改
善された点を質問したところ、「地声で歌いやすくなった」、「地声の声量が増えた」、「地声で
高い音が出るようになった」が確認でき、「声を出しやすくなった」、「前に出すように声を出
す」等の記述の意見があり、地声の発声法が一定の効果があったと言えるのではないか。
　裏声だけで歌っていると答えた6％の学生に対し、ヴォイストレーニングを受けた結果、改
善された点を質問したところ、「裏声で歌いやすくなった」、「裏声で高い音が出るようになっ
た」が確認でき、「あまり地声で歌う機会がなかったが、地声で歌うことも大切であること」
の記述の意見があり、裏声の発声法と地声の発声法に一定の効果があったと言えるのではない
か。
　地声と裏声を使い分けてうたっている84％の学生に対し、ヴォイストレーニングを受けた結
果、改善された点を質問したところ、「地声と裏声の切り替え（チェンジ）がうまくできるよう
になった」、「地声で歌いやすくなった」、「地声の声量が増えた」、「裏声で歌いやすくなった」、
「裏声の声量が増えた」が確認でき、「地声と裏声の区別が分かることで、童謡が歌いやすく
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なった」、「腹式呼吸の仕方を教えて頂き、音域が広く出せるようになった」「口を大きく開け
て歌うこと」等の改善された点についての記述の意見が多数あり、歌唱呼吸、地声と裏声を
使った歌唱法、口形についての効果が確認できた。
まとめ
　幼児教育学科の「保育表現技術音楽Ⅱ」の授業において、本稿で論述した、歌唱呼吸の習得
法、地声の発声法、裏声の発声法、地声と裏声を使った歌唱法、口形について、の内容をマン
ツーマンのヴォイストレーニングの形態で実施し、アンケート結果の考察から、本稿で論述し
た内容の学修効果が確認できた。特に「5．地声と裏声を使った歌唱法」での、換声点を認識
し換声点で声区転換をして歌唱する歌唱法については、84％の学生が歌唱効果を実感しており、
女子学生の保育者養成課程における歌唱分野においての指導法として、意義があるものと言え
るのではないかと考える。
　今後の課題としては、歌唱分野は個人差があるという現状を踏まえ、限られた授業時間とい
う中で、マンツーマンのヴォイストレーニングの時間や回数を増やし学修効果を上げてくこと
であろう。どうしも短時間でのマンツーマンのヴォイストレーニングとなってしまうので、今
回の考察を基に、より効果的なトレーニング法を検証しなければならない。また今回の考察を、
弾き歌いに応用するためのトレーニング方法も検討課題である。
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